
竹田市立南部小学校 1年生 １０月～１１月  単元名「きせつと なかよし あき」（15時間 ）  
単元目標 

 

秋の自然を諸感覚を使って観察したり，自然物を使って遊んだりする活動を通して，秋の特徴や他の季節との違いを見つけることや，それらを使って遊

ぶ方法を考えたり，遊びを楽しく工夫したりすることができ，自然や生活の様子の変化，自然のおもしろさや不思議さ，野原や公園のルールやマナーを

守って遊ぶことなどについて気付き，季節を取り入れて遊びや生活を楽しく創り出すことができるようにする。 
内容 身近な人々，社会及び自然にかかわる活動に関する内容 （４）公共物や公共施設の利用 （５）季節の変化と生活 （６）自然物を使った遊び  

自分自身の生活や成長に関する内容                 （８）生活や出来事の伝え合い  

幼児教育からの
つながり 

 

 

 
【学びのプロセス】＊○数字は，何時間目かを表す 
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導
上
の
留
意
点 

◇自然の中で遊んだり，自然のものをたくさん見つけたりできるように，適した場所に，「秋見つけ」に出かける。 
◇自然物を使って遊ぶ活動ができるように，見つけてきたものがよくわかるように展示したり，作るのに十分な時間を保障したりする。 
◇「秋祭り」の遊びを決める際は，思考ツールを用い，話し合いにいかせるようにする。 
◇同じ遊び道具を作るグループで活動できるように配慮する。 
◇道具を使うときは，安全に気を付けるように指導する。  
◇作り方のヒントになるように，参考資料を用意しておく。  

本単元を 
通して育つ
資質・能力 

《知識・技能》 
秋の自然の中で遊んだり，自然物を
使って遊んだりする活動を通して，自
然の様子や季節の変化，季節によっ
て生活の様子が変わること，自然遊
びの面白さや自然の不思議さ，野原
や公園のルールやマナーを守って遊
ぶことに気付いている。 

《思考力・判断力・表現力》 
秋の自然の中で遊んだり，自然
物を使って遊んだりする活動を通
して，秋の特徴や他の季節との違
いを見つけ，遊びや遊びに使うも
のを工夫してつくっている。  

《学びに向かう力・人間性等》 
秋の自然の中で遊んだり，自然
物を使って遊んだりする活動を
通して，季節を生活に取り入れ，
みんなと遊びを創り出そうとして
いる。 

交流会の様子と秋祭りのまとめ  

・「やじろべえ」は勝敗が決まらな
いから，３０秒できたら合格にし
よう。 

・「まとあて」は担当も決めた方が
いいね。得点を数える人と，やり
方を教える人に分かれよう。 

これはなんの葉かな？ 

長い時間をかけての活動だったが，「幼稚園生が喜んでくれる秋祭りをしよう」というめあてのもと，子どもたちは自分たちで話し合い，工夫し，遊びを創り出そうとして
いた。単元の振り返りでは，「作るのが楽しかった。」「『幼稚園生が楽しかった。』と言ってくれてうれしかった。」「ルールの説明を考えるのが難しかった。」「いろんな秋が
見つかった。」といった感想が出された。どの子も、大変なこともあったがお客さんが喜んでくれたことが自信につながっている様子が見られた。 

自然との関わり・生命尊重 協同性 
 

社会生活とのかかわり 

秋見つけにでかけよう① ② 

・物を作りたいな 
・遊び道具を作りたい 

見つけたものをどうしようかな③ 

秋祭りの遊びを決めよう②③ 
 

・きれいな色 
・あった！くっつき虫や！ 
・学校の中でも探してみたいな 

・みんなで遊べるものを作ろう 
・せっかく作るならお客さんがほしい 
・誰を呼ぶ？ 
→幼稚園生がいいな 
  ・一緒に遊びたい 
  ・喜んでくれる 
  ・１年生になるのが楽しみになってくれるだろう 

 
 
 

材料と作り方を考えよう（グループ）⑤ 

話し合いの結果，「まとな
げ」「ドングリめいろ」「や
じろべえ」「ドングリつり」
「コマたいけつ」「まつぼ
っくりつり」に決定             
 

今後の学習とのつながり 
○「きせつと なかよし ふゆ」 
○２年生 生活科 
   「作ってためして」 
○３年生 理科 
    「しぜんのかんさつ」 

・ドングリかな？ 
・この木はドングリがありそう！ 

幼稚園生が喜んでくれる秋祭りをしよう 
・「ころころすべりだい」は転がす
だけではあまり面白くない 
・「ナイスキャッチ」幼稚園生が
けがをするかもしれない，あぶ
ないかも 
・「的あて」は得点が入らないか
も 
→投げる場所を変えたらいいよ 
・近くにしたらいいよ  
 
 

グループを決めよう④ 

秋祭りの遊び道具を作ろう⑥⑦⑧⑨ コツを使った遊び道具作りの様子 
【どんぐり迷路グループ】 
・ドングリの幅に合わせたドングリ
定規をつくる。 
・ドングリ定規を使ってドングリが
通る道をつくる 
・通り道に沿って、壁をつくる。 
・行き止まりやトンネル、お化けの
部屋にするために、屋根を作って
暗闇にするなど工夫をし始める。 
・スタートやゴールを書いてあげた
らわかりやすくなるからと作りだす。 

遊びのルールをつくろう（グループ） 

遊ぶとき，どんなことに
気を付けたらいいかな？ 幼稚園生が楽しめるようにルールをつくろう 

 ・わかりやすい方がいい  
・けんかにならないように など 

自分たちで遊んでみよう⑩⑪⑫⑬ 

作ったおもちゃで遊んで，もっと楽しく遊べるように工夫しよう 

・お店屋さんとお客さんに分かれてやってみる       
・やってみて，変えた方がいいところを見つけて伝える 

秋祭りをしよう（幼小交流）⑭⑮＊活動の計画等は，交流活動資料を参照 

どんなコツがあるかな？ 

・釣り竿は、長すぎてもうまく釣れな
いからだめ。 
・釣り竿の竿（こより）は、紙を重ね
ると強くなる。 
・的あての箱を作るときは、角を合
わせるときれいに作れる。 
・ドングリごまは、持つ棒の長さを短
くするとよくまわる。 
・道が狭かったらドングリが通らな
い。→ドングリの大きさの道をつく
る。 
 

・葉っぱやドングリを拾う 
・服にくっつけて遊ぶ 
・拾った葉や草，ドングリなどを大事そうに袋に
詰める             

などする 


